
宣 言 日 令和 2 年 12月 25日

住 所 さいたま市南区沼影1-2-1　武蔵浦和大栄ビル203

県 内 企 業 等 の 名 称 東京ガス株式会社　埼玉支社

代 表 者 氏 名 支社長　細田　千恵

令和５年１０月１日　変更

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

CO2削減貢献　▲1,000万トン

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

CO2削減貢献　▲650万トン

「CO2ネット・ゼロ」をリード
・再エネ等と天然ガスを組み合わせたソ
リューション
・オープンイノベーションも活用した新技術
の開発・事業化
2019年度実績:(基準年2013年度)
      CO2削減貢献　▲488万トン

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　東京ガスグループでは、事業活動を通じて社会課題の解決に取り組むことで、社会の持続的発展に
貢献することをサステナビリティ推進の考え方としています。これはSDGsの考え方と一致するもので
あり、当社グループの事業活動はSDGsの達成に幅広く貢献できるものと考えています。今後、社会課
題を起点とした事業機会創出にも取り組むことで、より一層SDGsの達成に貢献していきます。

東京ガス株式会社　埼玉支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

「価値創造」のエコシステム構築
・小売分野の再構築
・新たなアプローチで電力拡販
・ラストワンマイルやデジタルを活用したビ
ジネスモデル確立
2019年度実績:
      お客さまアカウント数　1,211万件

＜2030年に向けた指標＞

お客さまアカウント数　2,000万件

＜取組開始３年後に向けた指標＞

お客さまアカウント数　1,480万件

経済

ＬＮＧバリューチェーンの変革
・LNGトレーディングの拡大
・オペレーション体制の強化
・LNGビジネス拡大に資する調達
2019年度実績:
      天然ガス取扱量　1,323万トン

＜2030年に向けた指標＞

天然ガス取扱量　2,000万トン

＜取組開始３年後に向けた指標＞

天然ガス取扱量　1,７００万トン


